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主催：京都府建築士事務所協会
＊日事連の「令和６年度単位会組織強化支援制度」の支援を受けています。

����

提出物
��プレゼンシート
用紙の大きさはA2判（420mm×594mm）１枚（縦使い）。パネルな
ど、巻けないものは不可とし、着色など表現上の制約はありません。
無記名とし、個人を特定するもの、目印等も記入しないこと。筒状に
して、事務局あてに郵送してください。

��デジタルデータ

��応募票

プレゼンシートの PDF 形式の画像データをメールに添付し、応募者
の氏名、又は団体名を記入のうえ以下の専用アドレスアドレスに送
信してください。

応募締切

Web サイトから専用の応募票をダウンロードし、必要事項を記入の
上、プレゼンシートの裏面に貼り提出してください。

     

委員長　　平田 晃久

委　員　　松本 尚子

委　員　　木村 淳子

委　員　　上野 浩也

審査委員
（平田晃久建築設計事務所／京都大学教授）

（木村松本建築設計事務所／京都芸術大学環境デザイン学科 准教授）

（STUDIO RAKKORA ARCHITECTS／京都芸術大学専任講師）

（一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会 会長／
                                    一般社団法人 京都府建築士事務所協会 会長） 
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建築デザインコンペ 
京都の未来を切り開き、元気にする建築のアイデア募集！ 

大賞：１点、優秀賞：２点、佳作：３点、奨励賞：若干名
受賞者には賞状、及び記念品を授与します。
発表：令和 7 年(2025)３月末

令和7年(2025)5月29日（木）17:00～／リーガロイヤルホテル京都

その他
本設計競技の応募作品の著作権は応募者に帰属しますが、発表する
権利は主催者が保有するものとします。（主催者、及び共催者の広告、機
関紙、ウェブサイト、その他の印刷物などへの掲載を含む。）

表彰

表彰式

提案条件
想定する敷地は京都府内とし、各自設定するが、具体的な場所を特
定する必要はなく、用途、規模、法規、構造、設備、敷地の所有権な
どの制約は設けません。既発表、未発表を問いません。また、実作・
計画案のいずれも応募可能です。

応募資格
建築士事務所、建築士、建築について学ぶ学生等。個人、及びグループ。

提出先・問い合わせ先

主     催：一般社団法人　京都府建築士事務所協会
共     催：一般社団法人　日本建築士事務所協会連合会 

一般社団法人京都府建築士事務所協会 
〒603-8163　京都市北区小山南大野町1番地　紫明会館1階 
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応募用専用アドレス         mirai@kyoto-kenchiku.com 

令和 7 年（2025） 2 月14日      必着金

都は平安遷都以前から、常に最先端の文化、芸術、技術の水準

を保ち、新しいものを産みだし続け、同時にその伝統を保持して

きました。歴史的には、新たな文学、宗教、工芸、絵画、織物、焼き物を

産みだし、現代ではIT産業、精密機械などの最先端技術、ゲームやアニメ

などの文化を産みだしています。

これからの京都の未来は、これらの伝統を保持しつつ、新たに生み出さ

れる、これまでにない一歩を踏み出した先にあります。新たな何かを産み

だすためには、人と人との関係、人と自然や環境との関係を考え直すこと

がヒントになるかもしれません。

見たことのない未来に向けて、新たな何か、新しい世界を生み出す、建

築、都市計画、まちづくりのアイデアを募集します！

京
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佳　作： 繕う　令和期のこうとな京都 
谷山陸 
（所　属）株式会社一級建築士事務所設計組織DNA

佳　作： 都市の『山』を貯める 
白樫聖 
（所　属）京都芸術大学大学院

佳　作： 京都雨庭計画2025～ 
野瀬匠、玉野奨 
（所　属）株式会社熊谷組

佳　作： おのがじしの園　─アンビエントの高層化─ 
金宥祈、北村優汰、ガンメイキ 
（団体名）東アジア 
（所　属）京都精華大学　建築学科

奨励賞： ISAMU MORITA BRIDE KYOTO 
北條豊和 
（所　属） 一般社団法人環境文化史創造研究所／ 

株式会社北條建築事務所
奨励賞： 暮らしが根づく庭 

大町有香子 
（所　属）京都工芸繊維大学

奨励賞： ニワのすゝ め 
藤本もも 
（所　属）京都美術工芸大学

奨励賞： たびの　ゆくさき　のどけし 
山中直 
（所　属）スナオセッケイシャ北大路

奨励賞： Energy transition 
原田大介

大賞： つなぐ浸透帯 
菊地佑磨、伊藤光佑、青木麻緒 
（団体名）Ki-AI　　 
（所　属） 株式会社竹中工務店 

東京本店設計部第4部門

優秀賞： 軒下に広がるまち 
行藤将之亮
（所　属） 京都府立大学 

環境学部 環境デザイン学科

優秀賞： 鴨川コモンズ 
陸曦 
（所　属） UDS株式会社 

プロジェクトデザイン事業部

02020202



⼤⼤  賞賞：：つつななぐぐ浸浸透透帯帯  
菊菊地地佑佑磨磨、、伊伊藤藤光光佑佑、、⻘⻘⽊⽊⿇⿇緒緒  
((団団体体名名））KKii--AAII  
((所所  属属））株株式式会会社社⽵⽵中中⼯⼯務務店店  東東京京本本店店設設計計部部第第４４部部⾨⾨  
東東京京都都江江東東区区  
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03030303



優優秀秀賞賞：：軒軒下下にに広広ががるるままちち  
⾏⾏藤藤将将之之亮亮  
((所所  属属））京京都都府府⽴⽴⼤⼤学学  環環境境学学部部  環環境境デデザザイインン学学科科  
⼤⼤阪阪府府⽻⽻曳曳野野市市  
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優優秀秀賞賞：：鴨鴨川川ココモモンンズズ  
陸陸曦曦  
((所所  属属））UUDDSS 株株式式会会社社  ププロロジジェェククトトデデザザイインン事事業業部部  
東東京京都都杉杉並並区区  
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佳佳  作作：：繕繕うう  令令和和期期ののここううととなな京京都都  
⾕⾕⼭⼭陸陸  
((所所  属属））株株式式会会社社⼀⼀級級建建築築⼠⼠事事務務所所設設計計組組織織 DDNNAA  
京京都都市市  
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06060606



佳佳  作作：：都都市市のの『『⼭⼭』』をを貯貯めめるる  
⽩⽩樫樫聖聖  
((所所  属属））京京都都芸芸術術⼤⼤学学⼤⼤学学院院  
⼤⼤阪阪府府⽻⽻曳曳野野市市  
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佳佳  作作：：京京都都⾬⾬庭庭計計画画 22002255〜〜  
野野瀬瀬匠匠、、⽟⽟野野奨奨  
((所所  属属））株株式式会会社社熊熊⾕⾕組組  
東東京京都都新新宿宿区区  

  

未来の京都 建築デザインコンペ 2 0 2 4
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佳佳  作作：：おおののががじじししのの園園  --アアンンビビエエンントトのの⾼⾼層層化化--  
⾦⾦宥宥祈祈、、北北村村優優汰汰、、ガガンンメメイイキキ  
((団団体体名名））東東アアジジアア  
((所所  属属））京京都都精精華華⼤⼤学学  建建築築学学科科  
滋滋賀賀県県⼤⼤津津市市  
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09090909



奨奨励励賞賞：：IISSAAMMUU  MMOORRIITTAA  BBRRIIDDEE  KKYYOOTTOO  
北北條條豊豊和和  
((所所  属属））⼀⼀般般社社団団法法⼈⼈環環境境⽂⽂化化史史創創造造研研究究所所／／株株式式会会社社北北條條建建築築事事務務所所  
⼤⼤阪阪府府和和泉泉市市  
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奨奨励励賞賞：：暮暮ららししがが根根づづくく庭庭  
⼤⼤町町有有⾹⾹⼦⼦  
((所所  属属））京京都都⼯⼯芸芸繊繊維維⼤⼤学学  
京京都都市市 
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11111111



奨奨励励賞賞：：ニニワワののすすゝゝめめ  
藤藤本本もももも  
((所所  属属））京京都都美美術術⼯⼯芸芸⼤⼤学学  
⼤⼤阪阪府府⼤⼤阪阪市市  
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奨奨励励賞賞：：たたびびのの  ゆゆくくささきき  ののどどけけしし  
⼭⼭中中直直  
((所所  属属））ススナナオオセセッッケケイイシシャャ北北⼤⼤路路  
京京都都市市  
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13131313



奨奨励励賞賞：：EEnneerrggyy  ttrraannssiittiioonn  
原原⽥⽥⼤⼤介介  
京京都都市市  
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優秀賞　軒下に広がるまち� 審査委員長　平田　晃久
　粗削りながらも率直な構想力、という観点で言えば、すべての作
品の中でこれが最も印象的だったかもしれない。これまで引き継が
れてきた低い軒のラインを引き継ぎながらも、鉄骨のフレームによっ
て大きな無柱軒先空間をつくると街はどう変わるか。ばかばかしいく
らい単純な問いだし、その結果何が生まれるのか説明不足な点も
ある。しかしここには何か虚をつかれるような魅力がある。作者はそ
れを誇って良いと思う。ただ、こうした提案を現実にするには、様々
なネガティヴな要因を乗り越え、提案を鍛え上げる持続力と腕力が
求められる。作者の未来に期待したい。

総　評� 審査委員長　平田　晃久
　京都が魅力的な都市であることは、海外を含む多くの訪問者た
ちが証している。しかしそれに甘んじて変わり続けることを怠れば、
京都はいずれ、都市としての活力を失ってしまうだろう。この都市は
変わり続けることで京都であり続けてきた。その為には、今ある都
市の姿を批評的な眼差しで見直し、どうしたらもっと魅力的なもの
にできるかを想像する若い力が必要だ。「京都の未来」という課題
への応答として期待していたのは、粗削りでも、京都という都市の
魅力の前に怖気付くことのない、率直な構想力だ。幸いなことに、
そんな自由な精神が感じられる作品が多く寄せられ、審査は楽しい
ものとなった。京都の地下が琵琶湖とほぼ同量の水脈で満たされ
ていることを、未来の地下空間へと翻訳した最優秀賞作品をはじ
め、言われてみれば確かにそうなったら面白いかもしれないな、と思
わせる多くの作品たちに出会えたからだ。そこにある京都への批評
精神の根底に、それぞれの応募者の京都という街への深い愛が
感じられたのも印象的だった。

優秀賞　鴨川コモンズ� 審査委員　木村　淳子
　夏の川床や、等間隔の法則で知られる鴨川の右岸に対し、比
較的静かな左岸への仮設建築物の提案。オーバーツーリズムを
背景として、観光客が京都の学生と語らうことができるヒューマンス
ケールのコモンズが提案された。観光を促進するのではなく、観光
客にひとときの余白を与え、京都について考える時間を提供してい
る点が、京都観光の新しい可能性として提示されていて興味深
い。やや規模が大きすぎるという懸念はあるが、ゆっくりとした時間
をもたらすプログラムやミニマルな構成により、都市景観としても爽
やかな印象で好感が持てる。

大賞　つなぐ浸透帯� 審査委員　松本　尚子
　京都の地下には、211億トンもの水を蓄える「京都水盆」※と呼
ばれる巨大な水資源が存在し、古くからこの都市の文化や生活を
静かに支えてきた。本提案は、ふだん意識されることの少ない地中
のユニークなインフラストラクチャーに着目し、同じく地下に広がる
都市空間である四条通地下道を、単なる移動のための通路ではな
く、さまざまな振る舞いを包摂する環境空間として再構築するもの
である。本提案は、近代以前に存在した環境と暮らしの密接なつ
ながりを、現代の都市空間にふさわしいかたちで再び実現できる可
能性を示唆しており、分断されたものの繋ぎ直しという点からも未
来への希望を感じさせるものである。
※関西大学教授・楠見晴重による

総　評� 審査委員　木村　淳子
　京都の未来をめぐる思いは、さらに多様化したと感じます。観光
都市として発展し続けた末のオーバーツーリズム、日々失われてい
く京町家、低炭素化が求められる都市構造、京都の景観における
様々な問題、地域コミュニティ、バリアフリー化など、京都が今まさ
に直面している課題を切実に捉えながら、ある種思い切りの良い
提案に共感しました。一方で、潜在的な京都の魅力を、どのように
してパブリックスペースに表出させ、成立させるかという提案もとて
も魅力的でした。地理的背景が京都という都市を育んだことは間
違いなく、その自然の恩恵に目を向ける時なのかもしれません。人
の数だけ都市像があり、語り尽くせないことが都市の魅力だと思い
ます。京都という都市の未来について考え、議論する場が、このコ
ンペを機に生まれることを楽しみにしています。

総　評� 審査委員　松本　尚子
　京都の未来“新しい世界の生まれるところ”というテーマのもと、
どのような視点や発想が提示されるのかに期待した。「軒下に広が
るまち」は、町家の建築形式に連続性を見出し、軒を起点とした
半屋外空間を都市生活者への贈与として提案した。「鴨川コモン
ズ」は、都市スケールのもたらす爽快さを、身体的な感覚として表
現していた。その他にも、異なる時間や速度が交差する都市像、
暮らしに寄り添う視点、資源のネットワークの可視化など、多様な
視点での提案が見られた。京都の未来を描く行為は、まず京都と
いう都市を多角的に見つめることから始まるのだと思う。現代の都
市は、後背地や世界中に広がるモビリティによって構成される広域
な領域となり、ますますとらえどころのない存在になっている。そうし
た中で何にリアリティを見出しどのように捉え直すのか。過去から続
く街区割や、建築形式を持つこの都市固有の視点から生まれる新
しい提案に、今後も期待したい。

未来の京都 建築デザインコンペ 2 0 2 4　講評

15151515


